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①通信方式の統一およびIEC61850選定の背景
4

◼一般送配電事業者10社では、事業者の参入コストの低減を目的に、中給システムと発

電機側装置間の通信方式について全エリア仕様統一を目指しています。

◼通信仕様を統一するにあたり、伝送装置の選択性やLFC制御への適合性、世界標準の

IP連係利用、発電機保護装置との共通性などを考慮しIEC61850を選定しました。

2022.8.19 第31回需給調整市場検討小委員会資料3



（参考）通信方式候補の絞り込み
5

○ 国際電気標準会議（IEC※1）が電力用通信方式（発電機指令用、変電所監視制御用
など）として制定している通信方式に対し、以下の条件に合致する候補を絞り込みました。

➢ 国際標準化 ：海外の伝送装置も選択可能とするため国際的に普及していること
➢ リアルタイム通信 ：LFC制御に適用可能であること
➢ TCP/IP利用 ：世界標準であるIP連係であること

○ 条件を満たす3つの国際標準（IEC 60870-5-104、IEC 60870-6、IEC 61850）について
検討を深掘りしました。

通信方式 国際標準化 リアルタイム通信 TCP/IP利用

① IEC 60870-5-101 制定済 適合 × シリアル通信

② IEC 60870-5-104 制定済 適合 可能

③ IEC 60870-6 制定済 適合 可能

④ IEC 61850 制定済 適合 可能

⑤ Modbus 制定済 × 秒単位通信に不向き 可能

⑥ OpenADR 制定済 × 秒単位通信に不向き 可能

※1：International Electrotechnical Commission



（参考）IEC61850の選定
6

○ 候補とした3つの国際標準（IEC 60870-5-104、IEC 60870-6、IEC 61850）から、
主として調整力提供事業者の視点に立ち、以下の理由により、IEC 61850を有力と考え
るに至りました。

○ この後、各理由について順次説明します。

IEC 61850

＜有力とした理由＞

① メーカアンケート調査結果

② 中給システムと伝送装置間の接続しやすさ

③ 発電機保護装置との共通性



（参考）①メーカアンケート調査結果
7

No アンケート内容
IEC 

60870-5-
104

IEC
60870-6

IEC
61850

1 製作の容易性 ○ △ ◎

2 推奨する通信方式 ○ △ ◎

3
製作実績、または、
製作の可能性あり

○ △ ◎

計 ○ △ ◎

○ 製作実績のある国内外のメーカへアンケートを行い、製作の容易性等を調査しました。

○ その結果、IEC 61850は、比較的製作しやすく多くのメーカの参入が期待できると考えら
れます。

注：アンケート結果を相対比較

【メーカ10社へのアンケート結果】



（参考）②中給システムと伝送装置間の接続しやすさ
8

○ IEC 61850は予め詳細な情報モデル※が規定されているため、伝送装置（子局）の
メーカが異なっていても、メーカ独自設定の部分が少ない。

○ そのため、調整力提供事業者は伝送装置（子局）に多様なメーカの装置を採用すること
が可能と考えられます。

IEC
61850

IEC
60870-6

IEC
60870-5-104

5 kW出力増加

簡素な情報モデル⇒個別対応が必要

詳細な情報モデル
標準に従った利用方法でOK 

中給
システム 伝送装置(子)

FSPT1はLFCの出力制御値
を受信・管理

FSPT2 รับและจดัการเซ็ตพอยตเ์พ่ือ
ควบคุมเอาตพ์ตุส าหรับ EDC

メーカごとに別の設定作業が必要

伝送装置(子)
Aメーカ

FSPT1 receives and 
manages a setpoint to 
control output for LFC.

FSPT2 receives and 
manages a setpoint to 
control output for EDC.

同じ方法で設定可能

10 kW出力増加

二次調整力①として
5 kW出力増加

三次調整力①として
10 kW出力増加

どの調整
力?

どの調整力?

伝送装置(子)
Bメーカ

伝送装置(子)
Aメーカ

伝送装置(子)
Bメーカ

伝送装置(子)中給
システム

※詳細な情報モデルが規定されていない場合メーカごとに別の設定作業が必要



（参考）③発電機保護装置との共通性
9

不要

中給
システム

伝送
装置
（親）

伝送
装置
（子）

発電機
制御盤

発電機

通信回線中給システム側 発電機側

ア
ダ
プ
タ

保護
装置

IEC
60870-5-104

IEC
60870-6

IEC
61850

発電機保護装置
との共通性

標準化対象外 標準化対象外 標準化済

○ IEC 61850は元来、変電所の監視制御システム向けの仕様であり、保護装置にも適
用可能な国際標準のため、発電機を保護するための情報モデル等が充実しています。

○ 発電所構内で使われるIEC 61850の伝送データを加工せず中給システムに伝送可能
なため、中給システムー発電機間にIEC 61850を使えば、発電機側の中給伝送用
アダプタが不要となります。

IEC 61850
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②意見募集の目的
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◼需給調整市場における商品要件に基づき、次期中給システムと発電機側装置間（専

用線）のIP伝送方式やIEC61850通信方式を用いた具体的な伝送項目・伝送間隔

などの連係仕様について検討を進めてまいりました。

◼次期中給システム※の設計・開発をするにあたり、調整力提供事業者の皆様の意見も

ふまえた連係仕様にするべく、意見募集を実施いたします。

※現在開発を進めている一般送配電事業者９社の統合中給システムと沖縄電力におけるリプレース後の中給システム



（参考）商品要件
12

需給調整市場の概要・商品要件(第3版)

注) 入札単位は、一次から三次①においては３時間、三次②においては３０分。※2025年度以降

60分以内
※2025年度以降

30分
※2025年度以降

60分以内に出力
変化可能な量
（オンラインで調整
可能な幅を上限）
※2025年度以降
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③-1. IEC61850での構成イメージ
14

CB CB

IED等 IED等
発電機側
伝送装置
IED※1等

IP網

次期中給システム

CB

IEC61850

時刻同期
装置

G

◼ IEC61850での構成例のイメージは下図のとおりです。

◼本通信仕様は次期中給システムと発電機側伝送装置間を対象

としています。

光伝送路A系

B系

※1：IED（Intelligent Electronic Device）
一つまたは複数のプロセッサを具備し、外部との間でデータ
や制御指令を 受信または送信する能力を持つデバイス。
電子式多機能メータ、ディジタルリレー、コントローラなど。

※2：MU（Merging Unit）
A/D変換後の複数の電流・電圧データ(瞬時値)を同期し
た状態で結合する物理的なユニット。広義にはA/D変換
機能やプロセスバスへのデータ送信機能を含んだ物理装
置をマージングユニットと呼ぶこともある。現地機器上の変
成器の一部分、あるいは制御室内に設置される別ユニッ
トという形態をとる。



③-1. 伝送方法(MMS通信)について （エリアGW→発電機）
15

◼次期中給システムと発電機側伝送装置間のデータ伝送にはMMS通信を使用します。

⚫指令等の通信(下り方向)と，状態・計測値の通信 (上り方向) を別々に実現します。

エリアGW

A発電所
発電機側
伝送装置

次期中給システムエリアシステム拠点・発電機側装置
間通信仕様第9章「データ伝送方法」で規定

MMSの制御メッセージ (LFC指令値等)

B発電所
発電機側
伝送装置

制御メッセージの応答

MMSの指令要求にてLFC指令値等を送信
✓一つの指令値・設定値ごとに送信 (例：LFC指令値とEDC指令値は別々に送信)

✓指令値は制御メッセージにて，設定値は設定メッセージにて，それぞれ送信
✓一定周期で送信 (LFC指令値は3秒周期)。データによっては必要時にも送信 (EDC指令値は5分周期＋必要時)

MMSの設定メッセージ (目標時刻等)

設定メッセージの応答

MMSの制御メッセージ (LFC指令値等)

制御メッセージの応答

MMSの設定メッセージ (目標時刻等)

設定メッセージの応答
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◼次期中給システムと発電機側伝送装置間のデータ伝送にはMMS通信を使用します。

⚫指令等の通信(下り方向)と，状態・計測値の通信 (上り方向) を別々に実現します。

次期中給システムエリアシステム拠点・発電機側装置間通信仕様第9章「データ伝送方法」で規定

MMSのバッファ機能付きレポート (状態値)

状態・計測値は，発電機側伝送装置から自律的に送信
✓状態値は定周期伝送＋状変時伝送
✓計測値は定周期伝送
✓状態・計測値は，複数のデータを束ねて伝送

エリアGW

A発電所
発電機側
伝送装置

B発電所
発電機側
伝送装置

MMSのバッファ機能なしレポート (計測値)

MMSのバッファ機能付きレポート (状態値)

MMSのバッファ機能なしレポート (計測値)

③-1. 伝送方法(MMS通信)について （発電機→エリアGW）



（補足）MMS通信とは
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◼インターネットと同じ通信技術（TCP/IP）を用います。

⚫利用する通信網としては，IP網になります。

⚫発電所が接続する通信網（IP網）は，専用線となります。

（インターネットを経由することはありません）

◼MMS (Manufacturing Message Specification) そのものは，TCPの上で動作する

通信プロトコルです。

⚫ TCP上で動作するため，1対1の通信（ユニキャスト通信）です。

（他の発電所のデータが混在することはありません。）

⚫双方向通信です。次期中給システムからの指令を受けると共に，発電所からの通信（状態

表示・故障表示・計測値を送信すること）が可能です。



（参考）下り方向の通信例_制御信号
18

次期中給
システム

LFC指令用LN

(1号ユニット用)

発電機側装置

LFC指令用LN

(2号ユニット用)

1号制御盤

2号発電機

2号制御盤

1号発電機

1号ユニット向け
LFC指令値

2号ユニット向け
LFC指令値



（参考）上り方向の通信例_状態監視信号
19

発電機側装置

並列用遮断器LN

(1号ユニット用)
1号制御盤

2号発電機

2号制御盤

1号発電機

状変時伝送＋定周期伝送
✓ 並列用遮断器開閉状態
✓ LFC 使用／除外
✓ EDC 使用／除外 など

発電機LN

(1号ユニット)

並列用遮断器LN

(2号ユニット用)

発電機LN

(2号ユニット)

次期中給
システム



（参考）上り方向の通信例_計測信号
20

発電機側装置

1号制御盤

2号発電機

2号制御盤

1号発電機

定周期伝送
✓ 発電出力
✓ 無効電力
✓ 線間電圧
✓ 発電機周波数
✓ LFC指令値
✓ EDC指令値 など

計測LN

(1号ユニット用)

計測LN

(2号ユニット用)

計測LN

(母線用)

計測LN

(線路用)

次期中給
システム
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③-2. IEC61850での連係項目 発電機指令のための伝送情報（１／３）
22

大項目 項目 伝送頻度（指令周期）

LFC発電機指令 LFC指令値 3秒周期

EDC指令 EDC指令値 5分周期および必要時

OP指令
(余力活用)

OP発動指令 必要時

OP指令量 5分周期および必要時

発電機一般 発電指令（並解列指令） 必要時

火力 ゾーン上げ

ゾーン下げ

揚水 揚水指令

◼次期中給システムから発電機側装置へ送信する主な指令制御情報は下表のとおりです。

◼需給調整市場の商品要件にもとづき指令を実施します。

◼既存通信では各エリア別々の指令方法でしたが、IEC61850連係では全エリア統一して、
数値信号にてLFC信号とEDC信号をそれぞれ別々に送信します。

※情報信号の詳細は次期中給システムと発電機装置間の通信仕様（案）による。

次期中給システムから発電機側装置向けの主な指令制御情報



北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

演算周期

指令周期

指令方法

（参考）伝送周期について_LFC指令
23

既設中給システム
伝送周期

次期中給システム
伝送周期

指令値（出力変化量指令）

３秒

３秒

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

演算周期 3秒 5秒 1秒 5秒 2秒 0.5秒 2秒 2秒 5秒 2秒

指令周期 3秒 5秒 1秒
10秒
※1

30秒 0.5秒 10秒
20秒
※4

5秒 2秒

指令方法 指令値 指令値 パルス
パルス
※２

指令値
パルス
※3

指令値 指令値 指令値 指令値



（参考）伝送周期について_EDC指令
24

既設各TSO

伝送周期

次期中給システム
伝送周期

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

演算周期 3分 3分 5分 5分 5分 2.5分 5分 5分 5分 1分

指令周期 3秒 3分 5分 10秒 30秒 2.5分 10秒 20秒 5秒 30秒

目標時刻 ー 3分後 5分後 10分後 5分後 3分後 10秒後 1分後 5秒後 ー

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 沖縄

演算周期

指令周期

目標時刻 ５分後※商品要件による

５分＋必要時

５分
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③-2. IEC61850での連係項目 発電機指令のための伝送情報（２／３）

◼ スーパービジョンおよびテレメータで収集していただくIEC61850での主な伝送情報は下表のとおりです。

情報種別 大項目 項目 伝送頻度 収集用途

スーパービジョン 発電機一般
連系用遮断器 開閉状態 1分周期＋状変時

発電機運転状態の把握や発電機トリップ監視のために
利用します。

発電機並列用遮断器 開閉状態 同上 同上

通信不具合 同上
伝送路２面構成のうち片面が停止したことを把握するた
めに利用します。

GF 使用／除外 同上 GF制御対象の判断として利用します。

LFC 使用／除外 同上 LFC制御対象の判断として利用します。

EDC 使用／除外 同上 EDC制御対象の判断として利用します。

火力 ゾーン状態 同上 ゾーン状態の確認のために利用します。

ゾーン変更完 同上 ゾーン変更操作の完了確認のために利用します。

コンバインド機 タービン 並列状態 同上 タービンの並列状態の確認のために利用します。

揚水 運転状態 同上 発電機の運転状態の確認のために利用します。

発電機側装置から次期中給システム向けの主な伝送データ
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③-2. IEC61850での連係項目 発電機指令のための伝送情報（３／３）

情報種別 大項目 項目 伝送頻度 収集用途

テレメーター 発電機一般 現在発電出力 1秒周期 発電機運転状態把握のため必要

無効電力 同上 同上

線間電圧 同上 同上

発電機周波数 同上 同上

LFC指令値 同上 指令状態の確認のため必要

EDC指令値 1分周期 指令状態の確認のため必要

可能最大発電出力 同上 発電上下限値の把握のため必要

可能最小発電出力 同上 発電上下限値の把握のため必要

発電電力量 30分周期 給電記録として必要

水力 揚水動力 1秒周期 揚水負荷の把握のため必要

ダム水位 同上 水位把握のため必要

可変速揚水機上限値 同上 揚水動力の上限把握のため必要

可変速揚水機下限値 同上 揚水動力の下限把握のため必要

揚水可能量 30分周期 揚水可能量の把握のため必要

発電可能量（水力） 同上 発電可能量の把握のため必要

揚水電力量 同上 給電記録として必要

発電機側装置から次期中給システム向けの主な伝送データ
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◼その他、下表情報※においてもIEC61850にて送信してください。

「Ⅱ 発電設備等の系統連系技術要件」発電設備等に関する情報

③-2. IEC61850での連係項目 その他伝送情報（１／４）

※系統安定化装置や電圧制御装置等は地域性が高いため、その伝送情報の詳細は属地エリアの一般送配電事業者（以下、

「属地TSO」といいます。）と協議。
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③-2. IEC61850での連係項目 その他伝送情報（２／４）

「Ⅲ 需要設備の系統連系技術要件」需要設備に関する情報
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③-2. IEC61850での連係項目 その他伝送情報（３／４）

◼ 「託送供給約款(別冊)_系統連系技術要件」に定めているとおり、属地TSOが指定する

電圧、無効電力または力率に応じて運転可能な機能を具備し、有効電力に応じて出力

可能な範囲で無効電力を調整していただきます。

◼電圧調整に使用する伝送情報※の例は下表のとおりです。

一般送配電事業者からの受信信号例

情報種別 No 情報内容

テレメーター 1 発電機端子の電圧目標値

2 発電所母線の電圧目標値

3 発電機の無効電力目標値

4 発電機の力率目標値

5 変圧器タップ位置

情報種別 No 情報内容

スーパービジョン 1 無効電力の上げ／下げ制御情報

2 電圧制御モードの変更制御情報

3 電圧スケジュールパターンの変更制御情報

4 電圧制御権の切替開閉器の切替制御情報

5 系統分離状態表示

6 一般送配電事業者側の電圧制御装置の異常表示

※系統安定化装置や電圧制御装置等は地域性が高いため、その伝送情報の詳細は属地TSOと協議。
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③-2. IEC61850での連係項目 その他伝送情報（４／４）

調整力提供事業者からの送信信号例

情報種別 No 情報内容

テレメーター 1 発電機の有効電力

2 発電機の無効電力

3 発電機端子の電圧値

4 発電所母線の電圧値

5 発電所の送電線路潮流

6 変圧器Tap位置

7 当該時間断面のスケジュール電圧値

8 発電機の無効電力出力上限値

情報種別 No 情報内容

スーパー
ビジョン

1 変圧器Tap

2 無効電力の上・下限値逸脱状態

3 発電機端子電圧上・下限逸脱状態

4 励磁装置のリミット状態

5 電圧制御装置の状態

6 電圧制御装置の異常表示

7 伝送系の異常表示

8 指令授受可否状態

9 電圧制御権の切替開閉器の状態

10 電圧制御モードの切替開閉器の状態

11 電圧スケジュールパターンの切替開閉器の状態

12 指令受領状態

◼スーパービジョンおよびテレメータで収集していただく、電圧調整に使用するIEC61850での

伝送情報※の例は以下のとおりです。

※系統安定化装置や電圧制御装置等は地域性が高いため、その伝送情報の詳細は属地TSOと協議。
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① 通信方式の統一およびIEC61850利用の背景

② 意見募集の目的

③ 通信仕様案の説明

1. IEC61850構成のイメージ、伝送方法(MMS通信)

2. IEC61850での連係項目

3. 指令データ等の伝送イメージ

4. 設備の責任分界点

5. 対象発電機、連係開始時期



（補足）LFC指令およびEDC指令の指令方法について
32

二次調整力① 二次調整力② 三次調整力① 三次調整力②

LFC指令 EDC指令

既設仕様 属地TSOごとに以下①～③の
いずれかで指令
①出力増減指令(接点信号)
②出力調整指令(数値指令)
③出力変化量指令(数値指令)

属地TSOごとに以下①・②のいずれかで指令

①出力増減指令(接点信号)
②出力調整指令(数値指令)

IEC61850
仕様

出力変化量指令(数値指令) 調整力提供事業者にて以下①・②を選択可能

①出力調整指令(数値指令)
②出力変化量指令(数値指令)

指令種別
通信仕様

◼LFC指令およびEDC指令の指令方法は下表のとおり既設仕様から変更となります。

◼次期中給システムから伝送項目「指令値(setVal)」の値に指令方法（出力変化量指令

“1”、出力調整指令“2”）をセットします。

◼詳細は次期中給システムと発電機装置間の通信仕様(案)をご確認ください。

指令方法
商品区分

TSO毎に相違

全国統一



③-3.指令データ等の伝送イメージ 二次調整力①電源への指令イメージ
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3MW

11:59:579:00:099:00:069:00:039:00:008:59:57 12:00:00 12:00:03

0MW

発電計画値

LFC指令値

調整コマ

非調整コマ

実発電値

6MW

LFC指令値(MW)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

0

main_

tokyo1

9:00

:00

9:05

:00

main_

tokyo1

9:00

:03

9:05

:03

1

main_

tokyo1

9:00

:06

9:05

:06

-1 2

main_

tokyo1

9:00

:09

9:05

:09

3

main_

tokyo1

11:59

:57

12:04

:57

9:00:099:00:069:00:039:00:008:59:57

【GW～発電所】

〔1〕基本的な考え方

⚫ 指令時刻が調整コマ(①約定あり ②約定なし＋余力活用契約あり)の時は変更の有無にかかわらず、到達時刻
の５分前までに属地TSOから指令値ゼロも含めて指令を行います。

⚫ 3秒コマ単位で最低1回指令を行います。3秒コマの中での指令タイミングや回数は一意には決まっておりません。

⚫ 指令時刻が非調整コマ(①約定なし＋余力活用契約なし ②作業等)の時は属地TSOから指令を行いません。

〔2〕約定ブロック終了時の指令方法

⚫ 約定ブロック終了時は属地TSOからリソースへ発電計画への復帰指令は行いません。

LFC演算周期(3秒) 応動時間(5分)

非調整コマ
(指令なし)

11:59:57 12:00:00 12:00:03

商品要件：応動時間 5分、指令間隔 0.5～数十秒



③-3.指令データ等の伝送イメージ 二次調整力②電源への出力調整指令イメージ
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3

2

5

3MW

9MW

11:559:209:159:109:059:008:558:53 12:00

EDC指令値(MW)

EDC指令値

(setVal)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

商品種別設定

9:00

8:55

3

2

5

9

2

5

9

2

5

6

2

5

6

2

5

9:20

9:25

9:19

9:24

9:10

9:15

9:06

9:11

9:00

9:05

main_

tokyo1
main_

tokyo1
main_

tokyo1

main_

tokyo1
main_

tokyo1
main_

tokyo1

【TSO⇒発電所】

11:559:209:159:109:059:008:55 12:00

指令変更なしでも定
周期で指令を出す

EDC指令値＝発電計
画の場合も指令送信

6

2

5

9:15

9:20

main_

tokyo1

3

2

5

9:05

9:10

main_

tokyo1

〔1〕基本的な考え方

⚫ 指令時刻が調整コマ(①約定あり ②約定なし＋余力活用契約あり)の時は変更の有無にかかわらず、到達時刻の
５分前までに属地TSOから指令を行います（EDC指令値＝発電計画値の場合も指令送信） 。

⚫ 5分コマ単位で最低1回指令を行います。5分コマの中での指令タイミングや回数は一意には決まっておりません。

⚫ 指令時刻が非調整コマ(①約定なし＋余力活用契約なし ➁作業等)の時は属地TSOから指令を行いません。

〔2〕約定ブロック終了時の指令方法

⚫ 約定ブロック終了時は属地TSOからリソースへ発電計画への復帰指令は行いません。

8:53

例）5分間に複数回の指令

EDC演算周期(5分) 応動時間(5分)

発電計画値

実発電出力値

指令値(出力調整)

調整コマ

非調整コマ

＜凡例＞

6

2

5

12:00

11:55

main_

tokyo1

商品要件：応動時間 5分、指令間隔 数秒～数分

例）5分間に最低1回の例
（10分と19分に指令） 10分



③-3.指令データ等の伝送イメージ 三次調整力①電源への出力調整指令イメージ
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3MW

9MW

11:4510:009:459:309:159:008:45 12:00 12:15 12:30

EDC指令値(MW)

EDC指令値

(setVal)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

商品種別設定

3

2

7

3

2

7

9

2

7

9

2

7

main_

tokyo1
main_

tokyo1

main_

tokyo1
main_

tokyo1

【TSO⇒発電所】

9:15 9:30

9:15 9:209:00

9:359:20

9:05

9:059:008:558:50 9:15 9:20

EDC指令値＝発電計画
値でも指令送信 指令変更なしでも定

周期で指令を出す

非調整コマ
(指令なし)

〔1〕基本的な考え方

⚫ 指令時刻が調整コマ(①約定あり ②約定なし＋余力活用契約あり)の時は変更の有無にかかわらず、到達時刻の
15分前までに属地TSOから指令を行います（EDC指令値＝発電計画値の場合も指令送信） 。

⚫ 5分コマ単位で最低1回指令を行います。5分コマの中での指令タイミングや回数は一意には決まっておりません。

⚫ 指令時刻が非調整コマ(①約定なし＋余力活用契約なし ②作業等)の時は属地TSOから指令を行いません。

〔2〕約定ブロック終了時の指令方法

⚫ 約定ブロック終了時は属地TSOからリソースへ発電計画値への復帰指令は行いません。

発電計画値

実発電出力値

指令値(出力調整)

調整コマ

非調整コマ

＜凡例＞

商品要件：応動時間 15分、指令間隔 数秒～数分

応動時間(15分)EDC演算周期(5分)



③-3.指令データ等の伝送イメージ 三次調整力②電源への出力調整指令イメージ
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3MW

9MW

14:0013:0012:0011:0010:009:008:00 15:00

EDC指令値(MW)

EDC指令値

(setVal)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

商品種別設定

【TSO⇒発電所】

3

2

8

main_

tokyo1

9:00

8:00

9

2

8

main_

tokyo1

10:30

9:30

9:059:008:00 9:25 9:308:05 8:55

指令変更なしの
場合、指令なし

変更がないため指令なし

〔1〕基本的な考え方

⚫ 達成目標時刻が調整コマ(①約定あり ②約定なし＋余力活用契約あり)の時は、到達時刻の60分前までに属地
TSOから指令を行います（EDC指令値＝発電計画値の場合も指令送信） 。

⚫ 前回指令値より指令値変更がない場合は指令を行いません。指令値変更がある場合は30分間隔で指令を行います。

⚫ 達成目標時刻が非調整コマ(①約定なし＋余力活用契約なし ②作業等)の時は属地TSOから指令を行いません。

〔2〕約定ブロック終了時の指令方法

⚫ 約定ブロック終了時は属地TSOからリソースへ発電計画への復帰指令は行いません。

発電計画値

実発電出力値

指令値(出力調整)

調整コマ

非調整コマ

＜凡例＞

商品要件：応動時間 60分、指令間隔 30分

EDC指令値＝発電計
画値でも指令を出す



③-3.指令データ等の伝送イメージ 二次調整力②電源への出力変化量指令イメージ
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0

1

5

3MW

9MW

11:559:209:159:109:059:008:558:53 12:00

EDC指令値(MW)

EDC指令値

(setVal)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

商品種別設定

9:00

8:55

0

1

5

6

1

5

6

1

5

3

1

5

3

1

5

9:20

9:25

9:15

9:20

9:10

9:15

9:05

9:10

9:00

9:05

main_

tokyo1
main_

tokyo1

main_

tokyo1
main_

tokyo1

main_

tokyo1

main_

tokyo1

【TSO⇒発電所】

11:559:209:159:109:059:008:55 12:00

0MW

◼指令方法は出力調整指令と同様になります。

発電計画値

実発電出力値

指令値(出力変化量)

調整コマ

非調整コマ

＜凡例＞

3

1

5

11:55

12:00

main_

tokyo1

商品要件：応動時間 5分、指令間隔 数秒～数分
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3MW

9MW

11:4510:009:459:309:159:008:45 12:00 12:15 12:30

EDC指令値(MW)

EDC指令値

(setVal)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

商品種別設定

0

1

7

-3

1

7

3

1

7

6

1

7

main_

tokyo1
main_

tokyo1

main_

tokyo1
main_

tokyo1

【TSO⇒発電所】

9:15 9:30

9:15 9:209:00

9:359:20

9:05

9:059:008:558:50 9:15 9:20

-3MW

0MW

◼指令方法は出力調整指令と同様になります。

発電計画値

実発電出力値

指令値(出力変化量)

調整コマ

非調整コマ

＜凡例＞

商品要件：応動時間 15分、指令間隔 数秒～数分



③-3.指令データ等の伝送イメージ 三次調整力②電源への出力変化量指令イメージ
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3MW

9MW

14:0013:0012:0011:0010:009:008:00 15:00

EDC指令値(MW)

EDC指令値

(setVal)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

商品種別設定

【TSO⇒発電所】

0

1

8

main_

tokyo1

9:00

8:00

6

1

8

main_

tokyo1

10:30

9:30

9:059:008:00 9:25 9:308:05 8:55

◼指令方法は出力調整指令と同様になります。

変更がないため指令なし

発電計画値

実発電出力値

指令値(出力変化量)

調整コマ

非調整コマ

＜凡例＞

商品要件：応動時間 60分、指令間隔 30分



③-3.指令データ等の伝送イメージ
複合約定（二次調整力①＋二次調整力②出力調整指令）への指令イメージ
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3MW

9:04:579:00:099:00:069:00:039:00:008:59:57 9:05:00 9:05:03

0MW

発電計画値

LFC指令値

EDC指令値(出力調整)

調整コマ

非調整コマ

実発電値

6MW

LFC指令値(MW)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

0

main_

tokyo1

9:00

:00

9:05

:00

main_

tokyo1

9:00

:03

9:05

:03

1

main_

tokyo1

9:00

:06

9:05

:06

-3 0

main_

tokyo1

9:00

:09

9:05

:09

0

main_

tokyo1

9:04

:57

9:09

:57

0

main_

tokyo1

9:05

:00

9:10

:00

main_

tokyo1

9:05

:03

9:10

:03

3

9:04:579:00:099:00:069:00:039:00:008:59:57 9:05:00 9:05:03

【GW～発電所】

◼ 二次調整力①と二次調整力②の複合約定時の指令イメージは以下のとおりです。

⚫ 基本的な考え方は単独約定時と同様になります。

⚫ 複合約定にてLFC指令とEDC指令(出力調整指令)の両方が指令される場合、LFC指令値(MW)はEDC指令
値(MW)をベースとした出力変化量の指令になります。

-3MW

EDC指令値(MW)

EDC指令値

(setVal)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

商品種別設定

6

2

5

9:00

9:05

main_

tokyo1

3

2

5

9:05

9:10

main_

tokyo1

指令タイミング
はLFCとEDC

で異なる場合
もあります

0

main_

tokyo1

8:59

:57

9:04

:57

発電目標値
＝EDC＋LFC

＝6MW

発電目標値
＝EDC＋LFC

＝3MW

発電目標値
＝EDC＋LFC

＝7MW



③-3.指令データ等の伝送イメージ 補機切替指令イメージ※1
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6

2

5

3MW

9MW

9:459:409:359:309:008:55 9:50

EDC指令値(MW)

EDC指令値(setVal)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

商品種別設定

9:00

8:55

6

2

5

9

2

5

9

2

5

6

2

5

9:40

9:45

9:35

9:40

9:30

9:35

9:00

9:05

main_

tokyo1
main_

tokyo1

main_

tokyo1
main_

tokyo1

main_

tokyo1

【TSO⇒発電所】

9:459:409:359:309:008:55 9:50

ゾーン切替
ライン

切替指令送信
ゾーン上げ：higher

6

2

5

9:45

9:50

main_

tokyo1

ゾーン上げ

ゾーン下げ

higher

切替時間：完了信号受信まで

切替完了後
定周期時間で
指令送信 切替指令送信

ゾーン下げ：lower

lower

切替指令がある時は
EDC指令と一緒に出力

切替指令がある時は
EDC指令と一緒に出力

ゾーン状態※2

ゾーン変更完※2

1

true

2

false

指令受領後、ゾーン
変更開始時に送信

ゾーン変更完了時
に送信

【発電所⇒TSO】

2

true

◼ 基本的な考え方
⚫ ゾーン切替時にゾーン変更指令を行います。

⚫ 「ゾーン変更完」については通常時はfalseを送信し、ゾーン変更中のみtrueを送信してください。

⚫ ゾーン切替完了後、各商品に応じて指令を行います。

発電計画値

実発電出力値

指令値(出力調整)

調整コマ

非調整コマ

＜凡例＞

※2：イメージ図では状変時のみを記載。状態の整合性確保のため、
状変がない場合も1分周期で送信していただきます。

※1：ゾーンを有する火力発電機のみ対象(例: 二次調整力②電源)



③-3.指令データ等の伝送イメージ 並解列指令イメージ
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3MW

9MW

9:459:409:359:109:059:00 9:50

EDC指令値(MW)

EDC指令値(setVal)

達成目標時間

指令時刻

拠点箇所名

商品種別設定

6

2

5

9:05

9:10

main_

tokyo1

【TSO⇒発電所】

9:459:409:359:309:109:059:00 9:50

①並列(起動)

指令 0MW

9:30

6

2

5

9:10

9:15

main_

tokyo1

発電指令並列 / 解列

ConnGn / DsconGn

発電指令 DateTgt
9:00 9:35 9:45

⑧故障で
停止

起動停止曲線を
考慮した任意の
タイミングで出力

⑥解列

②並列

EDC 使用／除外※

【発電所⇒TSO】

true
false

④解列(停止)

指令

⑤解列カーブ時間までは調
整力として指令出力

③起動完了後、
調整力として指令出力

⑦並列(起動)

指令

◼ 基本的な考え方
⚫ 属地TSOと締結している並列／解列準備時間を考慮した任意のタイミングで並列／解列指令を行います。

⚫ EDC指令およびLFC指令とは別々で指令が送信されることがあります。

⚫ 起動が完了し、属地エリアにて調整が可能な状態となった時に「EDC 使用／除外：true」を送信してください。

⚫ 起動完了後、各商品区分の指令イメージのとおり指令を行います。

⚫ 解列のため属地エリアより調整が不可能な状態となった時に「EDC 使用／除外：false」を送信してください。

属地エリアにて調
整が可能な状態
となり次第送信

属地エリアにて調
整が不可な状態
となり次第送信

発電計画値

実発電出力値

指令値(出力町営)

調整コマ

非調整コマ

＜凡例＞

故障により調整
が不可な状態の
ままfalseを継続

※イメージ図では状変時のみを記載。状態の整合性確保のため、
状変がない場合も1分周期で送信していただきます。

(例：約定なし、二次調整力②余力活用あり)

true true true
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① 通信方式の統一およびIEC61850利用の背景

② 意見募集の目的

③ 通信仕様案の説明

1. IEC61850構成のイメージ、伝送方法(MMS通信)

2. IEC61850での連係項目

3. 指令データ等の伝送イメージ

4. 設備の責任分界点

5. 対象発電機、連係開始時期



③-4. 設備の責任分界点
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責任分界点
発電事業者側

中給
システム

GW
発電機
制御装置

G1

一般送配電事業者側

IP-NW

IEC61850連係時の責任分界イメージ

◼設備の責任分界点は下図のとおりです。

IEC61850

FW

一般送配電事業者設備

発電事業者設備

RJ-45にて
接続

SWSW

※具体的な接続点は属地TSOと協議して決定



（参考）計量装置および給電情報伝送装置の一般的な財産分界点
および施工区分例（例：中部）

45

自動検針用
通信端末装置

自動検針用
計量器

SV・TM用情報
伝送装置
(CDT)

ﾈｯﾄﾜｰｸ保護用
信号端局装置

SV・TM用情報
伝送盤※３

ＶＣＴ

ﾈｯﾄﾜｰｸ保護用
信号盤

保安通信用
電話

切
り
分
け
端
子

TSO側 調整力提供事業者側

切
り
分
け
端
子

光ｹｰﾌﾞﾙ等

監視設備 通信電源設備 所内電源※２

切
り
分
け
端
子

光

通
信
装
置
等

従来装置のうち、
IEC連係に伴い
不要になる装置

制御装置
(IED装置等)

IEC連係に伴い、
新規に設置する
装置の例

ル
ー
タ
ー

LANｹｰﾌﾞﾙ

ﾒﾀﾙｹｰﾌﾞﾙ

パ
ッ
チ
パ
ネ
ル

RJ-45



（参考）発電機側装置の処理イメージ
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◼ 発電機制御システムがIEC 61850以外をベースとする場合の伝送装置の処理イメージは以下のとおりです。



（参考）発電機側装置の処理イメージ
47

◼ 発電機制御システムがIEC 61850をベースとする場合の伝送装置の処理イメージは以下のとおりです。

例１ 例２
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① 通信方式の統一およびIEC61850利用の背景

② 意見募集の目的

③ 通信仕様案の説明

1. IEC61850構成のイメージ、伝送方法(MMS通信)

2. IEC61850での連係項目

3. 指令データ等の伝送イメージ

4. 設備の責任分界点

5. 対象発電機、IEC61850連係開始時期



③-5. 対象発電機、IEC61850連係開始時期
49

アグリ

既設発電機 新設※2発電機 流通設備

専用線

従来仕様 統一仕様

エリアGW

エリア連係演算部等

次期中給システム_エリア拠点

次期中給システム_メイン拠点

調整力提供事業者

既設／新設発電機
（簡易指令対象リソース）

簡易指令システム

OpenADR

◼以下条件を全て満たす発電機をIEC61850通信方式での連係対象とします。

⚫需給調整市場への参入、または余力活用に関する契約を締結していること
⚫専用線オンラインで接続する発電機であること
⚫系統連系する時期が次期中給システム運開後※1であること

※2 次期中給システム運開後に系統接続する発電機。ただし、既に接続検討・契約申込の系統アクセス検討を完了している発電機は除く。

IEC61850CDT等

※1 一般送配電事業者９社：2020年代後半予定
沖縄電力：2030年代前半予定

次期中給システムとの連係イメージ

意見募集対象


